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11.
・原始惑星系円盤の化学反応ネットワーク計算の結果と14個の彗星の組成の観測値を
⽐較し、2fittingの最も⼩さくなる円盤半径と年齢を求め、彗星形成領域を議論した。

・物理モデル(温度・密度)：右図⻘線
密度分布：粘性拡散で時間進化
温度分布：密度分布進化に伴い進化
(各スノーラインの位置も進化)

・化学反応ネットワーク
UMIST RATE12 + ダスト表⾯反応

・初期条件
- 分⼦モデル (分⼦雲の組成⽐を仮定)
- 原⼦モデル (円盤形成時における
分⼦の破壊を仮定)



・化学反応計算の結果との⽐較に⽤いた彗星中の分⼦ (親分⼦)



・化学反応計算の結果と彗星中の分⼦の組成の⽐較

・多くの彗星に対して進化の初期段階では30AU付近、進化の後期段階では12AU付近
(各時間におけるCOスノーライン付近)でモデルと彗星の観測値がよい⼀致

→ 彗星がCOスノーライン付近で形成されたことを⽰唆
・原⼦モデルの初期条件の⽅がより良い⼀致

ni: H2Oに対する各分⼦の組成⽐
i: 観測のエラー

・結果



・化学反応計算の結果と彗星中の分⼦の組成の⽐較



７.
・Herbig Ae星HD100546からの⾚外線
5m帯COバンドの2003年から2017年
までの時間進化を調べ、原始惑星系円
盤のinner hole中の周惑星円盤からの放
射の可能性について議論した。

・観測装置：
PHOENIX/Gemini, CRIRES/VLT 
(R=50,000)

・⾚外線撮像観測により、円盤の
inner hole内に点源の存在が⽰唆
されている

HD100546 (Currie+2014, Quanz+2013)



・スペクトロアストロメトリの⼿法により、
輝線放射領域の位置を調べた。
→inner holeの縁からの放射と考えてconsistent



・CO Hotband全体では2003年からの差分に有意な差はなかったが、P26輝線
のみでは、差が表れた。→inner holeの淵で放射が隠されている？

・輝線プロファイルの時間進化










